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サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘

内灘町民の永年の夢でした、サンセットブリ

ッジ内灘（内灘大橋）の開通式が９月16日（日）

に行われることとなりました。

内灘町は昭和38年に着工された河北潟干拓

事業によって掘削された河北潟放水路で南北

に分断され、これが町域の均衡ある開発整備の

桎梏となっておりました。橋の建設は、制度上

不可能といわれていましたが、平成２年に町民

12,917人の署名を得、それを携えて数多くの

陳情を重ねるなどの粘り強い活動により、北部

土地区画整理事業と併せて平成４年度に事業採

択され、今年９月に完成の運びとなりました。

この橋は、最新の技術によるオートカラーチ

ェンジャーによる多色照明でライトアップされ

ます。ライトアップされた「サンセットブリッ

ジ内灘」はその斜張橋という優美な姿とともに、

内灘町はもとより石川県のランドマークとして

新しい観光名勝となることでしょう。

 

内
�
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
開
校

内
�
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
開
校 

 

内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル
開
校 

七
月
十
四
日
（
土
）
内
灘
砂
丘
文
芸
ス
ク
ー
ル

の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
文
芸
ス
ク
ー
ル

は
内
灘
ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
に
親
し
む
「
文
学

鑑
賞
コ
ー
ス
」
と
、
小
説
や
随
筆
等
の
創
作
に
つ

い
て
学
ぶ
「
文
学
創
作
コ
ー
ス
」
の
二
コ
ー
ス
か

ら
な
り
、
町
内
外
か
ら
百
十
名
の
方
々
が
集
ま
り

ま
し
た
。

開
校
式
に
続
き
、
芥

川
賞
作
家
花
村
萬
月
さ

ん
が
「
虚
構
の
あ
り
か

た
」
と
い
う
演
題
で
記

念
講
演
を
さ
れ
ま
し

た
。

プ
ロ
と
ア
マ
の
違

い
と
し
て
「
い
か
に

嘘
を
つ
き
通
せ
る

か
」
を
挙
げ
、「
読
者

の
心
を
ど
の
よ
う
に

引
き
付
け
る
か
」
と

い
っ
た
お
話
を
い
た

だ
き
、
先
生
の
温
か

い
人
柄
と
文
学
に
対

す
る
厳
し
い
姿
勢
に

触
れ
、
受
講
生
は
深

い
感
銘
を
受
け
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
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河
北
郡
体
育
祭

第
五
十
四
回
河
北
郡
体
育
祭
が
、

内
灘
町
を
主
会
場
に
七
月
八
日
（
七

月
一
日
・
七
日
一
部
実
施
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
選
手
役
員
五
百
九

十
余
人
が
全
二
十
四
競
技
に
参
加

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
柔

道
競
技
と
空
手
道
競
技
は
、
県
内
で

は
、
こ
こ
十
年
来
負
け
知
ら
ず
の
、

連
覇
を
成
し
遂
げ
た
ほ
か
、
男
子
九

競
技
、
女
子
五
競
技
の
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
男
子
、
女
子
、
総
合
で

す
べ
て
二
位
と
な
り
、
優
勝
し
た
津

幡
町
に
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
開
会
式
の
席
上
、
下
記

の
八
名
の
方
々
に
永
年
の
献
身
的
な

功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
功
労
者
表
彰

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

河
北
郡
体
育
協
会
長
功
労
者
表
彰

受
賞
者

（
内
灘
町
関
係
分
）

古
府
　
伸
也
氏

千
鳥
台
一
（
弓
道
）

近
藤
　
経
子
氏

鶴
ヶ
丘
三
（
弓
道
）

向
　
貴
代
治
氏

ア
カ
シ
ア
（
野
球
）

岡
部
　
悦
子
氏

西
荒
屋
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

高
道
　
勝
彦
氏

大
根
布
四
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

山
野
　
明
子
氏

大
根
布
四
（
卓
球
）

根
布
長
洋
二
氏

鶴
ヶ
丘
三
（
相
撲
）

田
中
　
　
徹
氏

西
荒
屋
（
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

競
技
別
順
位

競
　
技
　
名

男
子

女
子

陸

　

　

上

３
位

４
位
　

剣

　

　

道

２
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

５
位

２
位

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

１
位

１
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

４
位

３
位

卓

　

　

球

１
位

１
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

３
位

１
位

水

　

　

泳

１
位

２
位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

１
位

３
位

ボ

ウ

リ

ン

グ

２
位

１
位

テ

　

ニ

　

ス

２
位

２
位

弓

　

　

道

２
位

１
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

２
位

４
位

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

５
位

５
位

ゴ

　

ル

　

フ

５
位

３
位

ス

　

キ

　

ー

２
位

４
位

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

３
位

２
位

軟

式

野

球

５
位

柔

　

　

　

道

１
位

相
　
　
　
　
　
撲

２
位

自

転

車

１
位

空

手

道

１
位

サ

ッ

カ

ー

１
位

ク

レ

ー

射

撃

１
位

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

２
位

優
　
勝

津
幡
町
　
140.0

津
幡
町
　
88.5

津
幡
町
　
51.5

準
優
勝

内
灘
町
　
136.0

内
灘
町
　
85.5

内
灘
町
　
50.5

第
三
位

宇
ノ
気
町
109.5

宇
ノ
気
町
61.0

宇
ノ
気
町
48.5

第
四
位

七
塚
町
　
92.5

高
松
町
　
57.0

七
塚
町
　
39.5

第
五
位

高
松
町
　
83.0

七
塚
町
　
53.0

高
松
町
　
26.0

総
合
の
部
　

男
子
の
部

女
子
の
部

第54回河北郡体育祭 

七
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
に
か
け
て
、
石
川

県
中
学
校
体
育
大
会
が
県
内
各
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
夏
の
暑
さ
に
勝

る
と
も
劣
ら
ぬ
、
中
学
生
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

内
灘
中
学
校
か
ら
は
団
体
十
三
種
目
、
個
人
九

種
目
六
十
六
名
が
出
場
し
、
野
球
、
女
子
剣
道
に

お
い
て
見
事
、石
川
県
の
王
座
を
獲
得
し
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
の
部

種
　
　
目
　
　
　
　
成
　
績
　
　
北
信
越
出
場
　
　
全
国
大
会
出
場

野
　
　
　
　
　
　
球
　
　
優
　
勝

○
　
　
　
　
北
信
越
大
会
で

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
三
　
位

○
　
　
　
　
北
信
越
大
会
で

男
　
子
　
剣
　
道
　
　
準
優
勝

○
　
　
　
　
　
　
×

女
　
子
　
剣
　
道
　
　
優
　
勝

○
　
　
　
　
　
　
○

個
人
の
部
（
北
信
越
・
全
国
大
会
出
場
者
）

石
川
県
中
学
校
体
育
大
会 

平成13年度 
１．

陸
上
競
技

『
北
信
越
大
会
出
場
』

豊
原
　
昇
吾
（
三
年
）

砲
丸
投
　
三
位
　
県
陸
上
大
会

（
六
月
三
十
日
）

２．

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

『
北
信
越
大
会
出
場
』

伊
戸
川
美
奈
（
三
年
）
優
　
勝

田
中
ち
ひ
ろ
（
二
年
）

根
布
長
　
晶
（
三
年
）
準
優
勝

宮
田
　
由
貴
（
三
年
）

３．

剣
　
道

『
北
信
越
大
会
出
場
』『
全
国
大
会
出
場
』

﹇
女
子
﹈

岩
井
　
　
彩
（
三
年
）
準
優
勝

『
北
信
越
大
会
出
場
』

﹇
女
子
﹈

高
　
真
紗
代
（
二
年
）
三
　
位

４．

卓
　
球

『
北
信
越
大
会
出
場
』

﹇
女
子
﹈

井
上
　
　
愛
（
二
年
）
九
　
位

５．

柔
　
道

本
　
　
直
樹
（
三
年
）

66
kg
級
　
三
　
位



2001.8.5.（4）

消

防
だ
よ

り

緊急時の通報

火災・救急・救助は

119番
火災等情報案内 286-1999
消防署一般電話 286-3301

毎
年
日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
連
日

三
十
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
り
夏
本
番
と
な

り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
多

く
の
人
が
日
射
病

や
熱
射
病
い
わ
ゆ

る
熱
中
症
に
か
か

る
人
が
い
ま
す
。

熱
中
症
は
高
度
の

脱
水
症
状
や
意
識
障
害
に
よ
り
、
生
命
に
か
か

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
次
の
こ
と
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

・
日
中
、
長
時
間
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
途

中
で
休
憩
を
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
中
、
外
出
す
る
と
き
は
、
帽
子
を
使
用
す

る
な
ど
し
て
直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
炎
天
下
で
の
作
業
や
運
動
中
は
、
水
分
を
十

分
補
給
し
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

又
、
熱
中
症
に
か
か
っ
た
と
き
に
は
次
の
事

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い
た
所

に
移
し
ま
し
ょ
う
。

・
衣
服
（
ボ
タ
ン
・
ベ
ル
ト
等
）
を
ゆ
る
め
ま

し
ょ
う
。

・
冷
た
い
水
で
タ
オ
ル
を
ぬ
ら
し
、
手
足
な
ど

を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

尚
、
早
め
に
医
師
に
診
せ
る
か
、
救
急
車
を

呼
ん
く
だ
さ
い
。

内
灘
町
消
防
本
部
は
石
川
県
消
防
防
災
航
空

隊
と
合
同
水
難
救
助
訓
練
を
、
六
月
二
十
九
日

（
金
）
河
北
潟
で
実
施
し
、
本
格
的
な
マ
リ
ン

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
し
て
空
と
潟
か
ら
の
連
携
及

び
協
力
体
制
の
強
化
と
、
相
互
の
役
割
を
再
確

認
す
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
内
灘
橋
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
河

北
潟
で
、
水
上
バ
イ
ク
が
水
面
の
障
害
物
に
衝

突
し
、
負
傷
者
が
二
名
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、

内
灘
町
消
防
本
部
の
水
難
救
助
隊
は
、
船
外
機

付
き
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
現
場
に
向
い
、
迅
速
に
怪

我
人
を
救
出
し
、
ま
た
、
航
空
隊
の
防
災
ヘ
リ

「
は
く
さ
ん
」
は
空
中
か
ら
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
、

行
方
不
明
者
を
救
助
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
二
十
名
の
隊
員
は
、
万
一
の
事
故

に
気
持
ち
を
引
き
締
め
、訓
練
を
終
え
ま
し
た
。

内
灘
中
学
校
で

普
通
救
命
講
習
会
開
催

内
灘
中
学
校
で
は
初
め
て
の
試
み
で
、
三
年
生
の

生
徒
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
会
（
三
時
間
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

万
一
の
事
故
の
た
め
に
、
一
連
の
心
肺
蘇
生
法
の

方
法
や
止
血
法
な
ど
を
行
い
、
全
員
が
真
剣
な
眼
差

し
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

又
、プ
ー
ル
開
き
を
目
前
に
控
え
た
各
小
学
校
で
、

父
兄
を
対
象
に
救
急
講
習
会
が
行
わ
れ
、
内
容
は
、

プ
ー
ル
で
の
事
故
は
生
命
に
か
か
わ
る
事
が
多
い
こ

と
か
ら
、
１
１
９
番
通
報
の
連
絡
体
制
、
プ
ー
ル
監

視
の
心
構
え
に
つ
づ
き
訓
練
人
形
を
使
っ
て
の
心
肺

蘇
生
法
な
ど
の
訓
練
を
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

内
灘
町
消
防
本
部
で
は
住
民
対
象
に
普
通
救
命
講

習
会
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

水
難
事
故
に
備
え
万
全
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図
書

館
情

報

●『
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
』

鳥
越

と
り
ご
え

俊
太
郎

し
ゅ
ん
た
ろ
う

著

ニ
ュ
ー
ス
を
知
る
の
は
義
務
で
は
な
い
。
で
も
、

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る・・・
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
熱
く
ス
ク
ー
プ
。

境
内
で
本
を
枕
に

セ
ミ
し
ぐ
れ
・・・・・・。

◇
今
月
の
特
設
本
コ
ー
ナ
ー

◎「
夏
休
み
課
題
図
書
」
六
十
八
冊

◎「
夏
休
み
自
由
研
究
の
本
」七十

八
冊

◎「
防
災
の
日（
９
月
１
日
）に寄

せ
て
」

関
東
大
震
災
の
写
真
（
大
学
二

丁
目
・
上
田
潔
さ
ん
提
供
）の
他
、

阪
神
大
震
災
・
重
油
流
出
事
故
等

の
写
真
集
を
展
示
し
ま
す
。

◇
新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

絵
本
だ
い
す
き
！

落
合

お
ち
あ
い

恵け
い

子こ

日
本
の
病

や
ま
い

桜
さ
く
ら

井い

よ
し
こ
　

産さ
ん

地ち

発
梅

は
つ
ば
い

ク
ッ
キ
ン
グ梅う

め

料
理

り
ょ
う
り

研
究
会

け
ん
き
ゅ
う
か
い

磯い
そ

野の

家け

の
謎な

ぞ

東
京
サ
ザ
エ
さ
ん
学
会

が
っ
か
い

心
そ
だ
て

童
門

ど
う
も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

文
壇

ぶ
ん
だ
ん

挽ば
ん

歌か

物
語

も
の
が
た
り

大
村

お
お
む
ら

彦ひ
こ

次じ

郎ろ
う

「
自じ

分ぶ
ん

の
木き

」
の
下し

た

で
大お

お

江え

健
三
郎

け
ん
ざ
ぶ
ろ
う

中
大
兄

な
か
の
お
お
え
の

皇お
う

子じ

伝で
ん

上
・
下

黒
岩

く
ろ
い
わ

重
じ
ゅ
う

吾ご

た
め
息い

き

の
時じ

間か
ん

唯
川

ゆ
い
か
わ

恵け
い

愛あ
い

の
領
分

り
ょ
う
ぶ
ん

藤ふ
じ

田た

宜
永

よ
し
な
が

他

多

数

図
書
館
情
報

図
書
館
に
対
す
る
ご
意
見
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
図
書

の
所
蔵
や
予
約
は
、
電
話
や
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
、
図

書
館
の
蔵
書
が
検
索
で
き
ま
す
。

☎
２
８
６
―

１
９
３
０

FAX
２
８
６
―

１
９
３
１

http://w
w
w
.tow

n.uchinada.
ishikaw

a.jp/osirase/toshokan

◇
今
月
の
オ
ス
ス
メ
の
本●『

ね
ず
く
ん
と
ら
く
ん
の
あ
つ
い
あ
つ
い
あ
つ
い
』

た
る
い
し
ま
こ
　
作

あ
ま
り
の
暑
さ
に
ぐ
っ
た
り
の
ね
ず
く
ん
と
猫
の

と
ら
く
ん
。
う
ち
わ
や
扇
風
機
を
持
ち
出
し
ま
す
が
、
か
え
っ
て
暑
く
な
っ

て
し
ま
う
。
頭
に
き
た
ね
ず
く
ん
が
、
扇
風
機
に
八
つ
当
た
り
。

●『
ホ
タ
ル
帰
る
』

赤
羽

あ
か
ば
ね

礼れ
い

子こ

・
石い

し

井い

宏
ひ
ろ
し

著

軍
の
指
定
食
堂
を
経
営
す
る
鳥
浜
ト
メ
と
特
攻
隊

員
た
ち
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
ト
メ
の
娘
礼
子
が
語
る
。
息
づ
ま
る
よ
う

な
状
況
の
な
か
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か・・・
。

〔
「
版
画
　
の
は
ら
の
う
た
」 

　
　
　
詩
・
く
ど
う
な
お
こ
　
童
話
社
刊
〕 

図
書
館
が
電
算
化
に
な
り
丸
二

年
が
た
ち
ま
し
た
。
最
初
は
貸
出

の
際
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
た

利
用
者
も
今
は
い
な
く
な
り
、
あ

た
り
ま
え
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

一
年
ご
と
に
作
成
し
て
い
た
図
書

カ
ー
ド
も
永
久
使
用
と
な
り
以
前

の
紙
で
で
き
た
カ
ー
ド
を
持
っ

て
、
久
し
ぶ
り
に
図
書
館
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
に
出
会
う

と
、
お
宝
を
発
見
し
た
よ
う
な
懐

か
し
い
気
持
ち
に
な
る
ほ
ど
で

す
。図

書
館
の
蔵
書
資
料
を
探
す
二

台
の
機
械
も
最
初
こ
そ
順
番
待
ち

の
列
が
で
き
て
い
た
の
に
、
今
で

は
子
供
た
ち
の
遊
び
道
具
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
で
き
る
利
用
者
端

末
が
一
番
の
人
気
者
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
半
年
ほ
ど
前
に
設
置
さ

れ
た
こ
の
一
台
。
日
曜
日
な
ど
は

宿
題
を
す
る
小
学
生
の
長
い
列
が

で
き
ま
す
。
今
時
の
小
学
生
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
宿
題
を
す
る
の

で
す
。
そ
の
速
い
こ
と
、
速
い
こ

と
。
調
べ
学
習
と
は
本
を
調
べ
る

の
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
な
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
図
書
館
に
や
っ

て
く
る
。
図
書
館
員
と
し
て
は
ち

ょ
っ
と
複
雑
な
気
持
ち
の
今
日
こ

の
ご
ろ
で
す
。

（
小
坂
記
）

図
書
館
員
の 

ひ
と
り
ご
と
　 
 

1
そ
の 
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

皆様からのご連絡お便り、お待ちしています。

第
８
回
寿
野
球
石
川
県
知
事
杯

県
下
二
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
大
会
は
、
七
月
二
十

二
日
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
内
灘
愛
好
会
が
宿
敵
寺
井
ス

プ
リ
ン
グ
ス
と
の
打
撃
戦
を
制
し
、
八
対
五
で
見
事
二

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
猛
暑
の
中
の
た
い
へ
ん
な
戦
い
に
加
え
、

出
場
選
手
の
合
計
年
齢
が
九
人
で
四
百
五
十
歳
以
上
と

い
う
大
会
ル
ー
ル
も
あ
り
、
電
卓
と
の
戦
い
で
汗
だ
く

に
な
り
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
チ
ー
ム
一
丸
で
の
勝
利
を
収
め
、
三
連

覇
に
向
け
て
気
勢
を
あ
げ
ま
し
た
。

灘
愛
好
会

２
連
覇
!!

内

七
月
六
日
（
金
）
町
内
保
育
所
に
お
い
て
七
夕
の

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

織
姫
・
彦
星
に
扮
し
て
の
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
み

ん
な
で
踊
っ
た
り
。
そ
れ
ぞ
れ
に
星
に
願
い
を
か
け

て
の
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
、
願
い

ご
と
が
か
な
う
と
い
い
ね
。

い
ご
と

か
な
う
と
い
い
ね

願
七
月
十
八
日
（
水
）
内
灘
町
文
化
会
館
に
お
い
て
、

朗
読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
　
１
９
４
５
・
ヒ
ロ
シ

マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
会
場

に
訪
れ
た
観
客
数
は
な
ん
と
九
百
五
十
人
！
「
こ
の
子

た
ち
の
夏
」
内
灘
上
映
実
行
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

町
教
育
委
員
会
、
県
教
職
員
組
合
河
北
支
部
を
共
催
と

し
開
催
さ
れ
た
こ
の
朗
読
劇
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
客
層
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
。
特
に
中
高
生
、
親
子
連

れ
の
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

風
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
る
戦
争
に
つ
い
て
、
世

代
を
超
え
て
語
り
合
う
、
そ
し
て
、
親
子
関
係
の
あ
り

方
を
見
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

の
子
た
ち
の
夏

こ

七
月
二
日
よ
り
、
鶴
ヶ
丘
郵
便
局
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
交
流
展
」
が
開
催
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
村
中
さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
五
）
を
は
じ
め
と

す
る
絵
手
紙
教
室
の
メ
ン
バ
ー
の
作
品
と
あ
わ
せ

て
、
町
内
の
絵
手
紙
愛
好
家
、
ま
た
小
学
生
の
作

品
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
月
二
十
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
一
度
足
を
運
ば
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

れ
あ
い
絵
手
紙

交
流
展

ふ

内
灘
町
大
学
１
丁
目
２
番
地
１

☎
２
８
６
│
６
７
２
０

〒
９
２
０
│

０
２
９
２

内
灘
町
役
場
総
務
課
広
報
係

FAX
２
８
６
│
０
６
１
７
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国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー

Fun English ConversationJustforSayin
gF

ar
ew

ell!

内灘町
国際交流

員

ナタリ
ー・マックスウ

ェルの ウィンドウ 

『１年間の素敵な思い出』 

内
灘
町
民
の
皆
さ
ま
、
私
は
八
月
五

日
に
第
二
の
ふ
る
さ
と
内
灘
町
を
離
れ

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
市

に
帰
国
し
ま
す
。「
内
灘
町
の
国
際
交

流
員
・
ナ
タ
リ
ー
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の

わ
く
わ
く
ス
マ
イ
ル
ウ
ィ
ン
ド
ウ
」
は

お
別
れ
の
手
紙
と
な
り
ま
し
た
。
今
、

ふ
り
か
え
る
と
早
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
短
い
期
間
に
た
く
さ
ん
の
素
敵
な

思
い
出
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
町
民
達
と

仲
良
く
し
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

一
年
間
で
広
報
の
記
事
や
イ
ベ
ン
ト
で

す
こ
し
は
国
際
的
な
こ
と
が
広
が
っ
た

と
思
い
ま
す
。
男
女
関
係
、
ク
リ
ス
マ

ス
・
イ
ン
・
ウ
チ
ナ
ダ
、
ナ
タ
リ
ー

C
ookin

g!!

、
生
涯
学
習
健
康
講
座
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ブ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
な

ど
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
か
？

去
年
の
夏
、
期
待
と
不
安
な
気
持
ち

が
い
っ
ぱ
い
で
内
灘
町
に
来
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
で
私
の
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
こ
と
を
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
み
ま
し

た
。
ま
ず
、
初
め
て
内
灘
町
の
国
際
交

流
員
と
し
て
仕
事
を
し
て
一
人
暮
ら
し

も
始
め
て
、
内
灘
の
こ
と
が
ぜ
ん
ぜ
ん

分
か
ら
な
く
て
と
て
も
心
配
し
ま
し

た
。
内
灘

の
言
葉
も

私
が
習
っ

た
東
京
弁

と
違
っ
て
、

九
年
間
日

本
語
を
勉

強
を
し
て

も
町
民
が

言
っ
て
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
す
ぐ
に
「
分
か
ら
ん
」「
ほ
ん

な
ら
」「
い
か
ん
げ
」「
暑
い
じ
」
な
ど

聞
き
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

何
回
も
職
場
の
人
た
ち
に
食
事
に
連

れ
て
い
っ
て
も
ら
い
、
不
安
が
と
ん
で

行
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
町
民
夏
祭

り
、JA

P
A
N
T
E
N
T

、

生
涯
学
習
課
の
イ
ベ
ン

ト
で
多
く
の
町
民
た
ち

に
出
会
い
ま
し
た
。
内

灘
町
民
は
楽
し
く
遊
ぶ

こ
と
が
大
好
き
で
町
民

の
お
か
げ
で
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
や
ヨ
ー
ガ
、
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
さ
こ
い
、

ア
カ
シ
ア
ジ
ョ
ギ
ン

グ
、
な
ど
や
っ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
で

一
人
じ
ゃ
な
く
て
た
く
さ
ん
の
友
達
が

出
来
て
み
ん
な
親
切
だ
っ
た
の
で
内
灘

町
で
安
心
し
て
生
活
で
き
ま
し
た
。

初
め
は
町
の
子
供
達
に
「
あ
ら
、
外

国
人
だ
」
と
言
わ
れ
、
今
で
は
手
を
ふ

り
な
が
ら
「
ナ
タ
リ
ー
、
ナ
タ
リ
ー

ハ
ロ
ー
」
と
喜
ん
で
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し

て
く
れ
ま
す
。
私
自
身
は
、
外
国
人
じ

ゃ
な
く
て
皆
さ
ん
と
同
じ
人
と
考
え
ま

す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
は
私
を
見
る
と

や
っ
ぱ
り
鼻
が
高
い
、
目
が
大
き
い
、

色
が
違
う
、
日
本
語
は
下
手
と
ま
だ
ま

だ
外
人
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
母
国

で
は
ア
ジ
ア
人
が
い
て
も
そ
の
人
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
民
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
外
国
人
が
よ

く
日
本
に
来
る
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

同
じ
よ
う
に
外
国
人
と
思
わ
な
く
な
る

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
一
年
間
よ
く
感
じ
た
の
は
家
族

が
本
当
に
大
事
で
す
。
一
つ
の
生
命
で

一
つ
の
家
族
し
か
い

ま
せ
ん
し
、
家
族

は
楽
し
い
時
や

寂
し
い
時
、
い

つ
で
も
い
つ
ま

で
も
助
け
合
っ

て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
一
人
暮
ら
し

を
し
て
そ
う
思
い
ま
し

た
。
不
安
や
寂
し
い
時

は
家
族
の
声
を
聞
い
て

ホ
ッ
と
し
た
日
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私

は
家
族
や
友
達
と
一
緒

に
大
事
な
時
間
を
過
ご
し
た
い
か
ら
帰

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
毎
日
家
族
を
思
い

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
命
あ
る
間

に
楽
し
く
暮
ら
そ
う
」
英
語
で
言
う
と

「Live
life
to
the
fullest

」

次
の
国
際
交
流
員
に
も
温
か
い
心
で

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、

内
灘
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
仲
良
く
な
っ
た
友
達
に
会

え
な
く
な
る
と
思
う
と
寂
し
い
で
す
。

で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
っ
て
も

い
つ
ま
で
も
内
灘
町
の
こ
と
は
し
っ
か

り
私
の
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
か
会
い
ま
し
ょ
う
。
素
敵
な
思
い

出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の

時
ま
で
皆
さ
ん
元
気
で
ね
。

さ
よ
う
な
ら

N
atalie

トランポリン教
室で 

トランポリン教
室で 

クリスマス  イン  ウチナダ クリスマス  イン  ウチナダ 
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暮
ら
し
の
情
報役 場 代 表 286－1111

町　民　部

町民生活課 286－6701
保健センター 286－6101
保険年金課 286－6702

介護保険室 286－6703

産業建設部

産業経済課 286－6708

建　設　課 286－6710

都市計画課 286－6712

北部開発対策室 286－6713

教育委員会
生涯学習課 286－6716
学校教育課 286－6717

総　務　部
総　務　課 286－6720
総務課受付 286－6721
企画調整課 286－6723
税　務　課 286－6706

企　業　局
水　道　課 286－1115
下水道課 286－6718

出　納　室 286－6707
議会事務局 286－6715
消 防 本 部 286－3301
図　書　館 286－1930
文 化 会 館 286－1123
働く婦人の家 237－6440
屋内温水プール 286－1800
（財）公共施設等管理公社

286－1800
社会福祉協議会

286－6950

お問い合わせは
こちらまで

保
健
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
職
員
募
集

▼
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

パ
ー
ト
看
護
婦
（
士
）

１
名

▼
勤
務
場
所

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
応
募
資
格

内
灘
町
に
住
所
を
有
す
る
健
康
な
方
で
年
齢

40
歳
ま
で
の
看
護
婦（
士
）免
許
を
有
す
る
方

▼
勤
務
条
件

時
給
　
１，

０
０
０
円

▼
勤
務
時
間

週
４
日
、
１
日
６
時
間
程
度
（
原
則
月
曜
日

〜
金
曜
日
の
間
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
）

▼
雇
用
期
間

平
成
13
年
９
月
３
日
〜
平
成
14
年
３
月
31
日

▼
応
募
要
領

保
健
セ
ン
タ
ー
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書

を
提
出
。
看
護
婦
（
士
）
免
許
証
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限

８
月
20
日
（月）

▼
面
接
試
験

日
時
、場
所
は
本
人
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
願
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

内
灘
町
保
健
セ
ン
タ
ー

も
っ
て
町
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

全
日
本
実
業
団
自
転
車
競
技

選

手

権

大

会

開

催

日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
争
う
大
会
が
内
灘

町
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

第

32

回

全

日

本

実

業

団

自
転
車
競
技
選
手
権
大
会

○
ト
ラ
ッ
ク
競
技

期
日
▼
８
月
31
日
（金）
、
９
月
１
日
（土）

２
日
間

会
場
▼
石
川
県
立
自
転
車
競
技
場

経
済
産
業
大
臣
杯
　
第
35
回
全
日
本

実
業
団
対
抗
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

○
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

期
日
▼
９
月
２
日
（日）

会
場
▼
石
川
県
森
林
公
園
周
回
コ
ー
ス

１
周
6.6
㎞

第
２
回
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集

来
年
４
月
中
旬
に
第
２
回
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
演
を
希
望
さ
れ
る
内
灘
町
在
住
の
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
コ
ン
サ
ー
ト
を
手
伝
っ
て
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
い
た
し
ま

す
。

応
募
方
法
▼
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

声
楽
ま
た
は
演
奏
さ
れ
る
楽
器
名
、
演
奏
を

希
望
す
る
曲
目
（
も
し
分
か
っ
て
い
れ
ば
）

を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

は
、（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
）
と
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

送
り
先
▼
生
涯
学
習
課
　
内
灘
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
係
（
FAX
２
８
６
―
６
７
１
４
）

締
め
切
り
▼
９
月
７
日

問
い
合
わ
せ
先
▼
生
涯
学
習
課

生
ご
み
処
理
機
・
コ
ン
ポ
ス
ト
の

購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の
▼

・
購
入
し
た
と
き
の
領
収
書
と
明
細
書

・
印
鑑
、
銀
行
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

種　　類 助成の対象 助　成　額

電気式生ごみ処理機

コンポスト

バイオ方式または乾
燥方式のもの。生ご
みの容積を減少さ
せ、堆肥化させるも
の。

購入価格の３分の1
に相当する金額。
（ただし、15,000円
を限度とします）

底部がなくふたのあ
るもの。
容量が100リットル
以上のもの。

3,000円（上限）
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秋
の
教
室
受
講
生
募
集
中
!!
《
先
着
順
》

内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル
で
は
次
の
通
り
、
秋
の
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

食
欲
の
秋
!!

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
!!

モ
リ
モ
リ
食
べ
て
身
体
を
い
っ
ぱ
い
動
か
し
て
健
康
的

に
ボ
デ
ィ
を
引
き
締
め
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
内
灘
町
屋
内
温
水
プ
ー
ル

担
当：

酒
井
ま
た
は
根
上
ま
で

内灘海岸 
能登有料道路 

●内灘料金所 内灘町役場 
放
水
路
　
内
灘
大
橋 

金沢医科 
大学病院 

北鉄内灘 

金
沢
港 

大野川 

GS

GS

● 

● 

清湖大橋 
河北潟 

内灘町文化会館 

家族フォーラム 家族フォーラム 
家族の大切さを今一度、考えてみませんか 

親子トーク 

と　き 

ところ 

平成13年8月26日（日） 
内灘町文化会館 
河北郡内灘町大清台140　☎（076）286-1123

13：00～15：15

テーマ「親の本音、子の本音」 
～親子、家族について考える～ 
出　　　　演  内灘町内の小中学生と父親、母親 

コーディネーター  諸岡康哉氏（金沢大学教育学部教授） 

演　題「ノッポ流チャレンジ考」 
講　師　高見 映氏（俳優・脚本家） 

もろ　おか　こう　さい 

発　　　表 

講　　　演 

鶴 西 龍 神 子 供 太 鼓  
つる　　にし　　りゅう　 じん　　こ　 　ども　 だ い　　こ 

■主催／豊かな心を育む教育推進県民会議 共催／内灘町教育委員会 
　後援／石川県PTA連合会　内灘PTA連合会　内灘町子ども会連絡協議会 
■お問い合わせ／石川県教育委員会事務局生涯学習課 

たか　 み　　 えい 

NHK教育テレビ「できるかな」のノッポさん役で 
人気を博す。 
また、フジテレビ「ひらけ！ポンキッキ」の脚本 
を10年間担当 

（076）223-9405

※【時間帯】昼13：45～15：00 夜19：15～20：30
【受講料】すべて町内料金です。（町外の方は別料金になります）

（注）①受付は定員になり次第締め切ります。
②申し込みは直接、温水プールまでお願いします。（電話での受付は致しません）
③詳しい要項は温水プールロビーにおいてありますのでご自由にお持ちください。

《同時受講がお得です》
１人で教室を２つ同時に受講すると合計金額から500円割引致します。

９/20～12/13 

９/19～12/12 

９/17～12/17 

９/17～12/17 

９/21～12/14 

９/21～12/14 

９/19～11/21 

９/18～12/18 

９/21～11/30

木 

水 

月 

月 

金 

金 

水 

火 

金 

昼・夜 

昼・夜 

昼・夜 

夜 

昼 

昼・夜 

昼・夜 

昼・夜 

夜 

7,310円 

7,310円 

6,750円 

6,750円 

6,750円 

6,750円 

5,620円 

6,180円 

5,620円 

15名 

15名 

昼15夜10名 

10名 

10名 

昼10夜20名 

20名 

15名 

15名 

教　　　室 期　  間 曜日 時間帯 受講料 定 員 

初 め て ク ロ ー ル  

背泳ぎ＆きっちりクロール 

平 泳 ぎ  

バ タ フ ラ イ  

バ タ フ ラ イ  

マ ス タ ー ズ  

ウォーターエアロビクス 

ソフトエアロビクス 

ベーシックエアロビクス 

日　時�８月９日（木）
開場 午後１時30分　開演 午後２時

会　場�内灘町文化会館 大ホール

主催�内灘町教育委員会・石川テレビ放送
問い合わせ先�内灘町教育委員会☎286－6716

内灘町文化会館　☎286－1123

入場料

前売り 1,000円
1,200円

500円
700円当　日

大人 小人
（4才以上～中学生） 前売券発売所

●内灘町文化会館　●おきの書房
●香林坊大和　　　●内灘町各公民館
●名鉄丸越　　　　●香林坊PG（KOHRINBO 109）

※4才以上有料（全席自由・税込）

▲
▲

▲

▲
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長
寿
祝
券
支
給
事
業
に
際
し
、

祝
券
取
扱
特
定
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

内
灘
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
敬
老
事
業
の
一

環
と
し
て
「
内
灘
町
長
寿
祝
券
」
を
高
齢
者
の

方
々
に
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
祝
券
を
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

①
対
象
は
、
内
灘
町
内
の
店
舗
等
で
事
業
を
営

む
民
間
業
者
等
で
す
。

（
例：

小
売
業
・
飲
食
店
、
そ
の
他
サ
ー
ビ

ス
業
な
ど
）

②
特
定
事
業
者
の
登
録
を
受
け
る
場
合
は
必
ず

内
灘
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

（
登
録
を
受
け
た
事
業
者
に
は
登
録
証
票
等

を
交
付
し
ま
す
）

店
舗
等
募
集
に
関
す
る
説
明
会
は
左
記
日
程

に
よ
り
行
い
ま
す
。

説
明
会
▼
第
１
回：

８
月
10
日
（金）

第
２
回：

８
月
17
日
（金）

第
３
回：

８
月
20
日
（月）

場
　
所
▼
内
灘
町
役
場
４
Ｆ

４
０
６
・
４
０
７
会
議
室

時
　
間
▼
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

こ
の
と
き
に
事
業
者
登
録
申
請
書
等
を
お
渡

し
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

開
設
し
て
か
ら
早
い
も
の
で
３
ヶ
月
が
過
ぎ

ま
し
た
。

そ
の
間
、
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協

力
に
よ
り
ま
し
て
、
す
こ
し
ず
つ
賑
や
か
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
は
ぎ
づ
く
り
、
お
手
玉
、
わ
ら
べ
う
た
な

ど
に
興
じ
る
輝
い
て
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
み
せ
て

く
れ
る
利
用
者
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
も
、
い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
一
日
を
す
ご
し

て
お
り
ま
す
。

か
ん
た
ん
な
手
話
も
は
じ
め
ま
し
た
。
あ
い

さ
つ
く
ら
い
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
ね
、

と
言
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

覚
え
ら
れ
ず
に
大
笑
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
、
し
じ
み
貝
の
根
付
づ
く
り
や

寺
の
住
職
さ
ん
の
法
話
な
ど
楽
し
い
企
画
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
も
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

開
設
日
▼
毎
週
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

参
加
費
▼
一
日
５
０
０
円
（
昼
食
付
）

昼
食
な
し
で
半
日
２
０
０
円

併
せ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
来
所
く
だ
さ
い
。

手
づ
く
り
ケ
ア
セ
ン
タ
ー「
ト
ト
ロ
の
家
」か
ら
続
報

講
演
『
痴
呆
老
人
の
在
宅
看
護
に
つ
い
て
』

〜
痴
呆
の
方
の
在
宅
で
の
関
わ
り
〜

日
時
▼
８
月
23
日
（木）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

講
師
▼
石
川
県
医
療
在
宅
ケ
ア
事
業
団

鶴
来
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

白
山
麓

吉
井
　
友
恵
　
氏

８
月
の
介
護
教
室
は
、
実
際
に
痴
呆
の
方
の

お
宅
で
ケ
ア
を
し
て
い
る
訪
問
看
護
婦
さ
ん
に

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

在
宅
で
の
痴
呆
の
介
護
の
難
し
さ
、
ご
家
族

の
負
担
、
地
域
性
、
ご
本
人
の
状
態
変
化
な
ど
、

専
門
的
な
関
わ
り
を
通
し
、
ど
の
よ
う
に
在
宅

で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
か
、
一
緒
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

痴
呆
で
お
困
り
の
方
も
、
今
後
が
心
配
な
方

も
、
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
無
料
で
す
。

な
お
、
会
場
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
お
電
話
で
お
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
６
―
９
９
１
２

９
月
の

陽
だ
ま
り
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
▼
「
環
境
を
整
え
よ
う
」

〜
こ
う
し
て
悪
化
を
防
ご
う
〜

日
時
▼
９
月
18
日
（火）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
夕
陽
ヶ
丘
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

◎
９
月
の
介
護
教
室
も
同
時
に
お
申
し
込
み

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

次回　

神社 

医科大 
　　→ 

眼鏡店 

東京ストア 

ボングー 

ESSO

北川金物店 

↑能登有料道路 

清湖小学校 

ここです 

申込・問い合わせ先�

「トトロの家」松谷まで
☎286－5373

みんなで「おはぎ」を作りました。

ボランティアさんもいっしょに
花笠でたのしく踊りました。



題
と
な
っ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
も
90
グ
ラ
ム

も
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
る
窒
素
酸
化
物

や
粒
子
状
物
質
も
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
灘
町
職
員
も
率
先
し
て
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
に
取
り
組
み
ま
す
。

よ
り
良
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
車
を
運
転

す
る
と
き
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
実

行
し
ま
し
ょ
う
。

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

アイドリング10分間
あたりの燃料消費量

アイドリング10分間
あたりの二酸化炭素
排出量（炭素換算）
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自
動
車
の
排
出
ガ
ス
は
環
境
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
は
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減

し
、
大
気
汚
染
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
身
近
に

で
き
る
有
効
な
取
り
組
み
で
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
っ
て
何
？

車
を
駐
停
車
し
て
い
る
と
き
も
エ
ン
ジ
ン

を
か
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
る
状
態
を
「
ア

イ
ド
リ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
や
、
銀
行
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
お
金
を
引
き
出
す

と
き
な
ど
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
ス
ト
ッ
プ
！

○
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
買
い
物
し
て

い
る
と
き

○
公
衆
電
話
を
か
け
た
り
荷
物
の
積
み
下
ろ
し

を
し
て
い
る
と
き

○
駅
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
人
を
待
っ
て
い
る
と

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
の
効
果

例
え
ば
、
ガ
ソ
リ
ン
乗
用
車
が
た
っ
た
10

分
間
ア
イ
ド
リ
ン
グ
す
る
だ
け
で
約
０．

14

リ
ッ
ト
ル
（
コ
ッ
プ
１
杯
分
）
の
燃
料
を
無

駄
遣
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
燃
料
の
消

費
だ
け
で
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
し
て
問

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
！

今
か
ら
は
じ
め
よ
う

乗用車
（ガソリン車）
小型トラック
（２トン車）

中型トラック
（４トン車）

大型トラック
（10トン車）

0.14リットル

0.08～0.12リットル

0.13～0.17リットル

0.22～0.30リットル

90グラム

58～87グラム

94～120グラム

160～220グラム

第
18
回
　
全
国
都
市
緑
化
い
し
か
わ
フ
ェ
ア

夢
み
ど
り
い
し
か
わ
２
０
０
１

人
と
み
ど
り
が
織
り
な
す
文
化
の
く
に
づ
く
り

―
い
ま
、
金
沢
城
址
か
ら
・・・
―

９
月
８
日
（土）
〜
11
月
11
日
（日）

主
会
場
▼
金
沢
城
址
公
園
を
中
心
と
す
る
兼
六

園
周
辺
文
化
ゾ
ー
ン

開
場
時
間
▼

◎
９
月
８
日
〜
10
月
15
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
10
月
16
日
〜
11
月
11
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◎
夜
間
解
放
（
三
の
丸
広
場
）

午
後
６
時
〜
９
時

提
唱
▼
国
土
交
通
省

主
催
者
▼
石
川
県
・
金
沢
市
・
（財）
都
市
緑
化
基
金

拠
点
協
賛
会
場
▼
七
尾
市
・
加
賀
市

応
募
方
法
▼

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
前
売
券
に
つ
い
て
い
る

「
応
募
券
」（
入
場
引
換
券
は
「
入
場
券
の
番

号
」
を
記
入
）
を
貼
り
「
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
」
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
日
▼
９
月
７
日
（金）

応
募
先
▼

〒
９
２
０
―
０
９
３
７

金
沢
市
丸
の
内
１
番
１
号

夢
み
ど
り
い
し
か
わ
２
０
０
１
プ
レ
ゼ
ン
ト
係

グ
ア
ム
旅
行
な
ど
が
当
た
る

懸
賞
付
き
前
売
券
発
売
中
！

券 種 区　　　　分 前売券
9月7日まで

前売券
9月8日以降

普　通
入場券

大人（18歳以上65歳未満）

小人（小学生以上18歳未満）

高齢者（65歳以上）

1,200円

500円

600円

1,500円

700円

800円

2,500円

1,000円

1,200円

2,500円

1,000円

1,200円

大人（18歳以上65歳未満）

小人（小学生以上18歳未満）

高齢者（65歳以上）

全期間
入場券

8月は「電気使用安全月間」です。 
ぬれた手で電気器具に 
　　　　　  ふれるのはやめましょう。 
 

濡れた手 
でさわら 
ないで!!

 ISO9002認証登録 

（財）北陸電気保安協会 
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暮
ら
し
の
情
報

保険税を滞納した場合、次のような滞納措置を実施します。 

内灘町役場（電話：286-1111（代）） 
　保険税の納付等に関すること　　　　税務課（電話：286-6706（直）） 
　保険給付・資格確認に関すること　　保険年金課（電話：286-6702（直）） 

① 6カ月以上滞納の場合 ② 1年以上滞納の場合 

③ 1年6カ月以上滞納の場合 ①②③の滞納措置の他に 

※事情があり、滞納保険税を一括納付することが困難な場合には、分割納付

などの相談に応じますので、税務課まで来課または連絡してください。 

平成12年4月分からの保険税を、災害など政令で定められた特別な事情も
なく滞納を続けると、次のような滞納措置が法律で義務化されました。 

被保険者証を返していただき、被保険者資格証明書を交付します。 
○医療機関等での医療費の自己負担額は3割（2割）から10割となります。 
○支払った医療費は保険年金課の窓口で申請により7割（8割）が払い
戻しされます。 

国保の保険給付の全部または一部を差し止めます。 
 ○ 国保の保険給付（高額療養費、出産育児一時金など）を受ける場合、 
　  その費用の全部または一部を差し止めます。 

法の定めに従って「財産の差押処分」を執行することがあります。 

被保険者証の更新時期に短期の被保険者証を交付することがあります。 
 ○ 被保険者証の有効期間は1年から6カ月以下と短くなります。 

お知らせ お知らせ 

※届け出が遅れると、さかのぼって保険税を納めたり、医療費を返していただいたりする場合があります。 

届
け
出
に
必
要
な
も
の 

こ
ん
な
と
き 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

国
保
を
や
め
る
と
き 

そ
の
他 

他の市区町村から転入してきたとき 

職場の健康保険をやめたとき 

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 

子どもが産まれたとき 

生活保護を受けなくなったとき 

他の市区町村に転出するとき 

職場の健康保険に加入したとき 

職場の健康保険の被扶養者になったとき 

国保の加入者が亡くなったとき 

生活保護を受けるようになったとき 

退職者医療制度の対象となったとき 

住所が変わったとき／世帯主や氏名が変わったとき／ 
世帯が分かれたり、いっしょになったりしたとき／ 
長期の旅行や、出稼ぎをするとき 

修学のために、別に住所を定めるとき 

保険証をなくしたり、汚れて使えなくなったりしたとき 

 

前住地の転出証明書 

退職証明書または、健康保険の離脱証明書 

印鑑、保険証、母子健康手帳 

保護廃止決定通知書 

保険証 

※国保と職場の両方の健康保険の保険証 
（後者が未交付のときは加入したことを証明するもの） 

印鑑、保険証、死亡を証明するもの 

保険証、保護開始決定通知書 

保険証、年金証書（年金証書裁定通知書） 

保険証 

保険証、在学証明書（学生証） 

身分を証明するもの（使えなくなった保険証） 

ご利用できる金融機関等 

北國銀行、石川銀行、福井銀行、北陸銀行、金沢信
用金庫、興能信用金庫、石川かほく農業協同組合、
郵便局でご利用いただけます。 

お申し込みの方法 

納税通知書、預金通帳、通帳の届け出印をご持参のうえ、
金融機関等の窓口へお申し込みください。 

各納期の末日（納期限）にご指定の預金口座から振
替いたします。 

振替日 

振替の継続 

一度お申し込みいただきますと、翌年度以降も振替は継続されます。 

振替済みの通知 

4月に1年度分をまとめての「口座振替納付済通知書」
を内灘町からお送りします。 
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国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
者

な
ど
の
方
）
は
自
分
自
身
で
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
い
人
生
の

間
に
は
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
と
き
の
た
め
に
、
国
民
年
金
に
は
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問：

「
免
除
を
受
け
た
い
と
思
う
け
ど
、
免
除

を
受
け
ら
れ
る
の
は
ど
ん
な
と
き
？
」

答：

○
法
定
免
除

障
害
年
金
（
１
級
、
２
級
）
を
受
け

て
い
る
場
合
や
、
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
届
出
を
す
る
と
保

険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
申
請
免
除

所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
納
付
が
著

し
く
困
難
な
と
き
申
請
し
、
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

問：

「
受
け
取
る
年
金
額
は
ど
う
な
る
の
？
」

答：

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
に
、
免

除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
保
険
料
を
納

め
た
場
合
の
３
分
の
１
で
計
算
さ
れ
ま

す
。な

お
、
免
除
さ
れ
て
か
ら
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
一
定
額
を
加
算
し
て
追
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

学
生
の
方
に
は
・・・

○
学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
在
学
期
間

中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
制
度
で
す
。

承
認
を
受
け
る
と
特
例
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま

す
。な

お
、
特
例
期
間
は
、
老
齢
年
金
額
に
は

算
入
さ
れ
ま
せ
ん
が
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。

65
歳
か
ら
医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

内
灘
町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）
か
ら
か
か
っ
た
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
該
当
者
▼
昭
和
11
年
９
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方

注：

老
人
保
健
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
方

（
70
歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
）
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

申
請
受
付
開
始
日
▼
８
月
20
日
（月）

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
▼
印
鑑
、
健
康
保
険

証
、
銀
行
預
金
通
帳
（
受
給
者
本
人
の
口
座

番
号
の
わ
か
る
も
の
）

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
社
会
保

険
・
共
済
等
）
に
加
入
の
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
保
険
年
金
課

暮
ら
し
の
情
報

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A● ● ● ● ● ●Q&A●● ● ● ● ●Q&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●

●
●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●●Q&A●●●●●

●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
Q
&
A
●
●
●
●
●
●
Q
&
A
●
●
●
●

●
●

年金は25年納めればもらえると
聞いているので、35歳になってか
ら納めたいと思っていますが…ＱＱＱＱ
老齢基礎年金は、60歳になる

までに最低25年間保険料を納め
れば受けられることになりま
す。しかし、それを35歳になっ
てから納めればいいと考えるの
は大変な間違いです。

もしも、途中で保険料を納めない期間があっ
た場合、受給要件である25年を満たすことがで
きず年金がもらえなくなることもあるからです。
また、25年を満たしても、年金額は満額（40年
間納付した場合）の時と比べて少なくなります。
また、国民年金では、老齢基礎年金以外に、
不慮の事故等により障害者となった場合の障害
基礎年金や、被保険者が死亡した場合の遺族基
礎年金があります。しかし、保険料を納めてい
ない期間がありますと、こうした年金を受けら
れないことがありますので、20歳から保険料を
納めてください。

ＡＡＡＡ

国
民
健
康
保
険

優
良
被
保
険
者
表
彰

平
成
12
年
度
内
灘
町
国
民
健
康
保
険
優
良

被
保
険
者
表
彰
式
が
７
月
25
日
（水）
内
灘
町
役

場
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
式
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
の
健
康
保
持
と
保
健
事
業
の
普
及

促
進
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

今
年
は
国
保
加
入
世
帯
３
千
165
世
帯
の
中

か
ら
58
世
帯
、
70
歳
以
上
の
被
保
険
者
１
千

423
人
の
中
か
ら
47
人
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
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◎
施
設
休
館
に
つ
い
て

施
設
等
の
点
検
整
備
の
た
め
、
左
記
の
施
設
が
休
館
に
な
り
ま
す
。

財
団
法
人
内
灘
町
公
共
施
設
等

管
理
公
社
か
ら
お
知
ら
せ

◎
屋
内
温
水
プ
ー
ル

開
館
時
間
変
更
に
つ
い
て

９
月
１
日
（土）
か
ら
プ
ー
ル
水
が
温
水
に
な
る
の
に
伴
い
、
開
館
時
間
も
左

記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

平
　
　
　
　
日

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

日
曜
日
・
祝
日

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

９
月
４
日
（火）

９
月
５
日
（水）

９
月
６
日
（木）

９
月
７
日
（金）

９
月
８
日
（土）

９
月
９
日
（日）

９
月
３
日
（月）

屋
内
温
水
プ
ー
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
そ
の
他
の
体
育
施

設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
風
と
砂
の
館
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
及
び
そ
の
他
の
体
育
施

設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
風
と
砂
の
館
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー

ミ
ナ
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル

屋
内
温
水
プ
ー
ル

内灘町霊園行バス時刻表　８月15日（水） 

　
内
灘
町
霊
園
で
は
、
例
年
ど
お
り
皆
様
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

次
の
と
お
り
計
画
を
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

　
バ
ス
運
行
に
つ
い
て 

　
８
月
15
日
（水）
に
次
の
と
お
り
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。 

　
き
り
こ
吊
棒
の
設
置
に
つ
い
て 

　
一
定
規
格
の
き
り
こ
吊
棒
を
各
墓
碑
に
設
置
し
ま
す
。 

　
休
憩
室
に
つ
い
て 

バ
ス
の
待
ち
合
わ
せ
や
お
疲
れ
の
方
は
、
お
気
軽
に
管
理
棟
の

休
憩
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
物
品
販
売
に
つ
い
て 

管
理
棟
に
て
、
き
り
こ
、
線
香
、
花
、
ロ
ー
ソ
ク
等
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
（
13
日
〜
16
日
） 

孟蘭盆法要 
8月13日（月） 
午前10時 

内灘町霊園  管理棟 

　　　停　　留　　所 

医科大学病院前（大学タクシー前）※ 

大清台 

鶴ヶ丘5丁目（バザール向い） 

鶴ヶ丘4丁目（イイダ文具店前）※ 

向陽台 

旭ヶ丘 

向粟崎（サンタウン向い） 

内灘駅 

内灘中学校前 

大根布1丁目 

大根布 

大根布4丁目 

大根布5丁目 

内灘町霊園着 

　　　 発　　車　　時　　刻 

7:50  9:20  10:50  12:30  14:00 

7:51  9:21  10:51  12:31  14:01 

7:52  9:22  10:52  12:32  14:02 

7:53  9:23  10:53  12:33  14:03 

7:55  9:25  10:55  12:35  14:05 

7:58  9:28  10:58  12:38  14:08 

7:59  9:29  10:59  12:39  14:09 

8:00  9:30  11:00  12:40  14:10 

8:04  9:34  11:04  12:44  14:14 

8:05  9:35  11:05  12:45  14:15 

8:06  9:36  11:06  12:46  14:16 

8:07  9:37  11:07  12:47  14:17 

8:08  9:38  11:08  12:48  14:18 

8:12  9:42  11:12  12:52  14:22 

 
　　　停　　留　　所 

室 

勤労青少年ホーム前 

西荒屋 

西荒屋小学校前 

黒津船地内 

宮坂 

内灘町霊園着 

　　　 発　　車　　時　　刻 

8:40  10:10  11:40  13:20  14:50 

8:41  10:11  11:41  13:21  14:51 

8:42  10:12  11:42  13:22  14:52 

8:43  10:13  11:43  13:23  14:53 

8:46  10:16  11:46  13:26  14:56 

8:47  10:17  11:47  13:27  14:57 

8:50  10:20  11:50  13:30  15:00

霊園発向粟崎方面行き 

霊園発室方面行き 

 

9:15  10:45  12:25  13:55  15:25 

10:00  11:30  13:10  14:40  16:10

（注）バスは北鉄バスの停留所に止まります。（※は例外） 

暮
ら
し
の
情
報
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暮
ら
し
の
情
報
知 っ 得 情 報

不用品リサイクル登録情報

●譲って下さい（希望品）
MD付ラジカセ、パソコン＜デスクトップ型＞、
ビデオデッキ、20インチ以上カラーテレビ、
応接セット（皮製のもの）、本棚、ファンヒーター、
大人用自転車、原付バイク、
ベビーフェンス、
内灘中学校男子制服（170cm、160cm）、
町内保育所制服（M、Ｌ、L～LL）、
鶴ヶ丘小学校夏スカート（120cm以上）、
鶴ヶ丘小学校夏スボン（130cm以上）、
古い着物（破れていても可、手芸用）

●譲ります（提供品）
ミッキーマウスの手押し車、
お母さんといっしょドレミファドーナツの三輪車、
ベビーシート＜新生児用＞、ベビーバス、
ベビー服（70～80cm）、ベビーズック（15cm）、
パイプベッド、冷蔵庫（320リットル）、FAX、
子ども用整理ダンス、
内灘中学校男子冬制服（上衣165cm）、
キャスター付両面用食器棚

○希望者・提供者の品物が合えば、希望者に提供者をご紹介
いたします。
登録期間は６ヶ月です。希望者の方に、提供者のお宅まで
引き取りに行っていただきます。

○登録できる品物　家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、
音楽用品、ベビー用品、制服（町内小中学校）

○無料での提供のみお取扱いします。

希望者、提供者の方の登録をお待ちしています！！

（7月24日まで受付分）

希望者 提供者 交渉成立 

町民生活課 

紹介 

登
　
録 

登
　
録 

不用品リサイクルの登録情報は内灘町のホームページでもご覧いただけます。
http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku

◇登録、問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

９
月
の
は
ま
な
す
大
学

▼
日
　
時
　
９
月
３
日
（月）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
　
「
21
世
紀
日
本
の
航
路
」

▼
講
　
師
　
北
國
新
聞
社
論
説
委
員

米
田

満

氏

８
月
の
は
ま
な
す
大
学

▼
日
　
時
　
８
月
17
日
（金）

午
後
１
時
30
分
〜
　

▼
場
　
所
　
文
化
会
館
３
階
視
聴
覚
室

▼
テ
ー
マ
　
「
地
方
分
権
に
つ
い
て
」

▼
講
　
師
　
岩
本
秀
雄
　
内
灘
町
長

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

（
秘
密
厳
守
・
無
料
）

相
隣
関
係
、
家
庭
、
相
続
、
登
記
、

交
通
安
全
、
税
金
、
年
金
、
消
費
生
活
、

役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

と
こ
ろ
▼
内
灘
町
働
く
婦
人
の
家

と
　
き
▼
８
月
17
日
（金）

午
後
１
時
〜
４
時
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児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

手

続

き

は

お

早

め

に

手
続
期
間
▼
８
月
13
日
（月）
〜
９
月
10
日
（月）

窓
口
▼
町
民
生
活
課

必
要
な
も
の
▼
手
当
証
書
・
住
民
票
・
印
鑑
等

※
期
間
中
に
手
続
き
し
な
い
場
合
は
、
支
払
期

日
に
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

※
２
年
間
手
続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼
町
民
生
活
課

又
は
県
子
育
て
支
援
課
　

☎
２
２
３
―
９
１
３
４

第
５
回
医
療
・
情
報
講
演
会
＆

生
活
便
利
グ
ッ
ズ
展
示

日
時
▼

９
月
２
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
午
前
９
時
30
分
よ
り
受
付
）

会
場
▼

石
川
県
社
会
福
祉
会
館
４
階

大
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー
ル

〒
９
２
０
―
８
５
５
７

金
沢
市
本
多
町
３
―
１
―
10

（
金
沢
市
観
光
会
館
斜
め
向
か
い
）

☎
２
２
３
―
９
５
５
２

演
題
▼

・
「
視
覚
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
組
み
」

新
潟
県
信
楽
園
病
院
　
山
田
　
幸
男
　
先
生

・
「
網
膜
色
素
変
性
症
と
ハ
イ
テ
ク
治
療
の
展

望
」

金
沢
医
科
大
学
病
院
眼
科
助
教
授

中
泉
　
裕
子
　
先
生

（
併
設
会
場
に
て
「
見
え
に
く
い
、
見
え
な

い
人
の
た
め
の
生
活
便
利
グ
ッ
ズ
展
」
を
開

催
し
ま
す
。）

参
加
費
▼

一
般
・
患
者
本
人：

５
０
０
円

（
付
き
添
い
は
無
料
）

色
変
・
ひ
ま
わ
り
の
会
石
川
県
支
部
会
員

：

無
料

※
ご
昼
食
（
１，

０
０
０
円
）
ご
希
望
の
方
は

８
月
30
日
ま
で
に
事
務
局
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◎
当
日
は
、
館
内
及
び
駐
車
場
に
「
ひ
ま
わ
り

の
花
」
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
会
場

の
座
席
ま
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
会
場
内

で
は
、
ト
イ
レ
や
お
食
事
な
ど
も
介
助
・
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

◎
当
日
の
午
前
８
時
〜
10
時
30
分
の
間
は
、
Ｊ

Ｒ
金
沢
駅
改
札
口
前
に
も「
ひ
ま
わ
り
の
花
」

を
持
っ
た
案
内
係
が
待
機
し
、
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

網
膜
色
素
変
性
症
の
患
者
と
家
族
の
会

色
変
・
ひ
ま
わ
り
の
会
石
川
県
支
部
事
務

局
（
光
井
）

〒
９
２
３
―
０
８
６
５

小
松
市
福
乃
宮
町
１
―
36

☎
０
７
６
１
―
２
４
―
１
２
６
６

FAX
０
７
６
１
―
２
４
―
６
２
９
２

小
型
船
舶
の
登
録
制
度
が

始

ま

り

ま

す

平
成
13
年
６
月
27
日
、「
小
型
船
舶
の
登
録

等
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
は
、
総
ト
ン
数
20
ト
ン
未
満
の
小
型
船
舶
を

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
所
有
権
を
公
証

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
日
本
小
型
船
舶
検
査

機
構
が
登
録
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

□
登
録
の
意
義
―
所
有
権
の
公
証
と
は
？

皆
様
が
お
持
ち
の
小
型
船
舶
は
、
こ
の
法

律
に
基
づ
い
て
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

所
有
者
が
特
定
さ
れ
、
ま
た
、
一
定
の
手
続

き
を
行
え
ば
誰
で
も
「
登
録
事
項
証
明
書
」

を
入
手
で
き
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
船
舶
を

売
却
す
る
場
合
や
新
し
い
船
舶
を
購
入
す
る

場
合
に
安
心
し
て
取
り
引
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

□
登
録
の
効
果
―
使
用
環
境
の
整
備

小
型
船
舶
の
保
管
場
所
に
つ
い
て
、
地
域

的
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す

が
、
登
録
を
通
じ
て
小
型
船
舶
の
正
確
な
分

布
状
況
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
各
地
で
の
整
備
計
画
の
企
画
・
立
案
が

適
確
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
、よ
り
身
近
な
も
の
に
、

よ
り
快
適
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

□
登
録
の
対
象
―
漁
船
登
録
や
船
籍
票
と
の
関
係

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
の
は
、
総
ト
ン

数
20
ト
ン
未
満
の
船
舶
で
す
。
た
だ
し
、
漁

船
、
ろ
か
い
舟
、
係
留
船
、
省
令
で
定
め
る

小
型
で
小
馬
力
の
船
舶
な
ど
は
こ
の
法
律
の

対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漁
船
は
、
従
来
ど
お
り
漁
船
法
に
よ
る
漁

船
登
録
が
行
わ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
か
ら
船
籍
票
の
交
付
を
受
け
て

い
る
船
舶
は
、
順
次
こ
の
法
律
に
よ
る
登
録

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
ト
ン
数
５

ト
ン
未
満
の
小
型
船
舶
も
新
た
に
登
録
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

□
登
録
の
時
期
―
船
舶
検
査
と
の
関
係

こ
の
法
律
は
今
後
１
年
以
内
に
施
行
さ
れ

ま
す
が
、
施
行
後
初
め
て
の
船
舶
検
査
の
時

期
ま
で
に
登
録
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
は
、
船
舶
安
全
法

に
基
づ
い
て
小
型
船
舶
の
検
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
登
録
の
手
続
き
は
、
船
舶

検
査
に
併
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
登
録
の
手
続
き
―
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構

の
役
割

国
土
交
通
大
臣
は
、
新
規
登
録
、
変
更
登

録
、
抹
消
登
録
、
総
ト
ン
数
の
測
度
、
登
録

事
項
証
明
書
の
発
給
等
に
係
る
事
務
に
つ
い

て
、
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
に
行
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日

本
小
型
船
舶
検
査
機
構
で
は
、
こ
の
法
律
の

施
行
に
向
け
て
、
所
要
の
準
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）
本
部

〒
１
０
２
―
０
０
７
３

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
４
―
２
―
６

市
ヶ
谷
ビ
ル

☎
０
３
―
３
２
３
９
―
０
８
２
１
（代）

暮
ら
し
の
情
報
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知

っ

て

い

ま

す

か

？

建

退

共

制

度

！

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は
安
全
・

確
実
・
有
利
な
「
建
退
共
制
度
」
が
お
す
す
め

で
す
。

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！
（
加
入
時
に

経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

☆
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！

☆
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助

し
ま
す
！

☆
福
利
厚
生
施
設
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま

す
！

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉

☆
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？

☆
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し

て
計
算
さ
れ
ま
す
！

☆
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン

タ
カ
ー
割
引
等
の
提
携
サ
ー
ビ
ス
事
業
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
退
共
石
川
県
支
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
　
建
退
共
石
川
県

支
部
（
☎
２
４
２
―
１
１
６
１
）

建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
ま
し
た
。

退
職
金
の
試
算
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.alles.or.jp/ ̃

kentai1
/

Ａ
Ｇ
ネ
ッ
ト
と
は

ア
ビ
リ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
で
開
発
さ
れ
た
教

育
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
や
経
済
・
雇
用
・
能
力
開

発
に
お
け
る
今
日
的
課
題
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
全
国
の
施
設
に
配
信
し
、
講
師
と
直
接
質

問
の
や
り
と
り
や
討
論
も
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

日
本
全
国
ど
こ
に
い
て
も
ア
ビ
リ
テ
ィ
ガ

ー
デ
ン
か
ら
発
信
す
る
情
報
が
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
▼

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
石
川
セ
ン
タ
ー

企
画
部
門
☎
２
２
２
―
１
７
３
１

FAX
２
２
２
―
５
７
７
０

〒
９
２
０
―
０
８
５
３

金
沢
市
本
町
１
―
５
―
２
リ
フ
ァ
ー
レ
12
Ｆ

石
川
県
立
内
灘
高
等
学
校

Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会

受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

講
座
内
容
▼
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
の
入
れ
方
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
ま
で

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
操
作

・
文
書
作
成
な
ど

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
？

・
メ
ー
ル
の
使
用
方
法

対
象
▼
20
才
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
技
術

の
習
得
を
め
ざ
す
初
心
者
の
方
。

受
講
料
▼
無
料

場
所
▼
石
川
県
立
内
灘
高
等
学
校

第
１
Ｃ
Ａ
Ｉ
室

定
員
▼
各
講
座
20
名

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
▼

石
川
県
立
内
灘
高
等
学
校

☎
２
３
８
―
５
３
０
１

開催日講座
番号 時　間 申 込

期 間

③
平日午後
４日間

10/04（木）
10/05（金）
10/09（火）
10/10（水）

18：00
〜

21：00
3時間×4日 9月

3日（月）
〜

7日（金）09：00
〜

16：00
6時間×2日

土日
２日間

10/27（土）
10/28（日）

④

月 日 曜日 時間帯
放映
時間 区分 講座名・講師・講座要旨等 受講料

8

9

23

30

4

5

12

6

木

木

火

水

水

木

14：00
〜

16：00

14：00
〜

16：00

14：00
〜

15：30

10：00
〜

17：00

14：00
〜

16：00

2

2

1.5

12

2

雇用創出
セミナー

雇用創出
セミナー

フォーラム
・講演会

能力開発
セミナー

雇用創出
セミナー

（独立･創業編）人を雇うときのルール〈そのⅠ〉
労働契約と就業規則
ベンチャー企業にも法律にのっとった仕組みづく
りが不可欠です。そこで最も基本的な「労働契約」
「社会保険」「就業規則」について実務的にわかり
やすく解説します。

無料

無料

無料

3,500円

無料

（独立･創業編）人を雇うときのルール〈そのⅡ〉
雇用と解雇
「人」にまつわる問題は対応の仕方を一歩間違え
ると企業の存続に関わる問題に発展します。そこ
で、特に雇用と解雇の問題に焦点をあて、事例を
取り上げながらベストな対処法を探ります。

アビリティガーデン講演会
産業界の著名な経営者、有識者等を招いて、経営
と人材育成についての講演を予定

ムダのない工場づくりとコストダウンⅠ（製造業）
㈱付加価値経営研究所　所　　　長　関根　憲一氏

専務取締役　山崎　功郎氏
メーカーからのコストダウン要求、生産現場での
徹底的なムダの排除、収益の上がる生産体制への
移行の急務など、製造業を取り巻く環境は激変し
ています。本コースでは、ムダのない工場づくり
の考え方及びムダの発見からリードタイム短縮、
不良を「外に出さない」「つくらない」「入れない」
仕組みづくりの基本的な知識を習得します。

（独立･創業編）創業のための支援制度情報
創業企業を支援するため、数多くの公的機関によ
る支援制度が充実してきました。各種助成金、資
金援助、優遇税制などの最新の支援情報を、具体
的事例を交えながら解説します。

衛
星
通
信
講
座

２
０
０
１
Ａ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ガ
イ
ド



8月の 
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

4か月児健診
8月28日（火） 対象 13年 4月生
9月25日（火） 対象 13年 5月生

（時間）13：00～14：00

１才6か月児健診
8月21日（火） 対象 12年 1月生
9月18日（火） 対象 12年 2月生

（時間）13：00～14：00

3才児健診
8月 7日（火）対象10年 4月生
9月11日（火）対象10年 5月生

（時間）13：00～14：00

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
二
階
の「
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム
」

を
平
日（
月
〜
金
）に
就
学
前
の
お
子
様
の
親
子
遊
び

の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
が
、昨
年
、休

日
開
放
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
土
曜
日
、日

曜
日
に
わ
ん
ぱ
く
ル
ー
ム
を
試
験
的
に
開
放
し
、期
間

中
の
利
用
状
況
を
み
て
休
日
開
放
の
検
討
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
左
記
の
期
間
中
開
放
し
ま
す
の
で
、ご
家
族
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

※
小
さ
い
お
子
様
用
の
遊
具
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、就
学
後
の

お
子
様
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

開
放
日
　
７
月
29
日（
日
）〜
９
月
30
日（
日
）の 

　
　
　
毎
週
土
曜
日
、日
曜
日 

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

　
　
　
た
だ
し
、室
内
で
の
飲
食
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
　
　
平
日（
月
〜
金
曜
）は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

　
　
　
※
祝
日
は
閉
館 

保
健
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

土
曜
、日
曜
試
験
開
放
の
お
知
ら
せ 

 

ツベルクリン反応検査とBCG接種
8月28日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

8月30日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 4月生

（時間）13：00～14：00

｝
9月25日（火）
ツベルクリン反応検査
（4か月児健診と同時実施）

9月27日（木）
ツ反判定とBCG接種

対象
平成13年 5月生｝

4月から健診の曜日が変わりました。会場・時間等をご確認のうえお越しください。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

みんなで絵本を読む時間

ううううささささここここちちちちゃゃゃゃんんんんルルルルーーーームムムム

8月29日（水）

8月8日（水）

10：00～11：00

パ ン ダ ク ラ ブ
1～3歳児の遊びの教室

＝みんなで遊ぼう＝
○プール遊び
※お母さんも、お子さんもぬれていい服で
来てください。着替えやタオルもあると
いいですね。

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

どなたでも 
お気軽に 
おいでください 

献血のお知らせ
8月9日（木）
9：30～16：00

金沢医科大学（臨床研究棟）前

＝みんなで遊ぼう＝
○パネルシアター
＝みんなで考えよう＝
○絵本の選び方
テレビの見せ方

ちびっこルーム
9月 5日（水）対象 1才児前後　

（時間）受付・身体計測 13：00～13：30
教　　　　　室 13：30～15：00

（内容）みんなと一緒に手遊び歌遊び
こどもの生活リズムや食事について

すくすく赤ちゃん!! は
0才児の親子あそびの教室

お休みです。
次回の予定は

広報でご確認ください。
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

み ん な の ひ ろ ば

う
ま
れ
た
よ

な
ま
え

住
　
　
所

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

中な
か

居い

桃も
も

花か

松ま
つ

井い

優
羽

ゆ

う

岩い
わ

田た

茉
夕

ま

ゆ

岡お
か

部べ

夏な
つ

希き

宇
野

う

の

颯そ
う

真ま

出で

水み
ず

千せ
ん

里り

相
上

あ
い
じ
ょ
う

拓た
く

哉や

高
道

た
か
み
ち

杏
美

あ

み

長
原

な
が
は
ら

歩あ
ゆ

香か

内
潟

う
ち
か
た

結
美
菜

ゆ

み

な

山
崎

や
ま
ざ
き

裕
成

ゆ
う
せ
い

北き
た

野の

桂け
い

子こ

出で

村む
ら

由
季

ゆ

き

夏な
つ

井い

優ゆ
う

山
崎

や
ま
ざ
き

こ
は
く

駒こ
ま

谷や

宥
輔

ゆ
う
す
け

大お
お

場ば

優ゆ
う

太た

郎ろ
う

中
新

な
か
し
ん

あ
か
り

竹
本

た
け
も
と

伊い

織お
り

松
岡

ま
つ
お
か

佑ゆ
う

樹き

賢
治
・
博
子

鶴
ヶ
丘
２

健
・
瞳

向
粟
崎
２

好
豊
・
昌
子

ア
カ
シ
ア
２

隆
志
・
望

大
清
台

浩
通
・
美
香

緑
台
１

邦
宏
・
千
織

向
粟
崎
２

明
宏
・
雅
美

ハ
マ
ナ
ス
１

光
弘
・
麻
美

千
鳥
台
２

豊
・
陽
子

千
鳥
台
２

優
・
真
由
美

千
鳥
台
２

浩
幸
・
由
夏

鶴
ヶ
丘
２

享
・
繁
美

鶴
ヶ
丘
５

渉
・
由
美
子

大
清
台

豊
三
・
二
美
江

千
鳥
台
１

健
二
郎
・
百
合
香

向
粟
崎
５

欣
一
・
文
恵

緑
台
１

寛
久
・
百
合

鶴
ヶ
丘
４

邦
昭
・
慶
子

西
荒
屋

鉄
雄
・
優
子

大
根
布
４

英
輝
・
美
幸

大
根
布
２

戸
籍
の
窓
7
月
11
日
ま
で
の

届
出
分

（（（（（

北
川

き
た
が
わ

信の
ぶ

子こ

千
鳥
台
１

69
才

米よ
ね

田だ

清き
よ

子こ

向
粟
崎
２

75
才

高
丸

た
か
ま
る

久ひ
さ

雄お

大
根
布
１

82
才

須す

崎ざ
き

政ま
さ

子こ

室

91
才

船
本

ふ
な
も
と

圭け
い

子こ

大
根
布
３

48
才

中
新

な
か
し
ん

悦え
つ

代よ

西
荒
屋

53
才

け
っ
こ
ん

し
ま
し
た

吉よ
し

田だ

哲て
つ

向
陽
台
１

畑は
た

尾お

み
ず
え

金
沢
市

上う
え

田だ

渉
わ
た
る

向
粟
崎
１

横よ
こ

山や
ま

光み
つ

恵え

金
沢
市

押お
し

上が
み

憲け
ん

輔す
け

ハ
マ
ナ
ス
２

粟あ
わ

田た

奈
津
子

な

つ

こ

七
塚
町

濱は
ま

口ぐ
ち

裕ひ
ろ

文ふ
み

ア
カ
シ
ア
２

梅う
め

木き

玲な
る

美み

緑
台
２

竹た
け

村む
ら

豊と
よ

志し

富
山
県

石い
し

田だ

智と
も

美み

鶴
ヶ
丘
２

今
月
の
納
税
納
期
限
　
８
月
31
日
（金）

―
町
税
は
納
期
内
に
納
税
し
ま
し
ょ
う

―

○
町
・
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

第
２
期

○
国
民
健
康
保
険
税
　
　
　
　
　
第
５
期

町
税
（
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車

税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
は
便
利
で
簡
単
な
手
続
き
の
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〜
手
続
き
方
法
〜

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
石
川
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金

庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ
先
▼
総
務
部
税
務
課次回のまいどさんは長岡さんから誰にバトンタッチするのか 

お楽しみに！ 

　今月は木之下さんから紹介のあった、長岡幸子さん
に登場していただきます。 

このコーナーでは、毎回出場者に次回出場
者をリレー方式で紹介してもらいます。 

長岡　幸子さん 
 　 （旭ヶ丘） 

なが おか  さち こ 

町へ一言： 
市制施行の一日も早い
実現を望みます。 

　縁あって金沢から当地へ移住してはや15年。素晴
らしい発展をとげ、文化、芸術ともに一段と大きく生
まれ変わったようです。 
　お陰様で私も先日、金沢、蘇州の日中文化交流団の
一員として蘇州、上海を訪問し、和紙絵画を持参展示
しました。蘇州市民には豆ウチワに和紙を貼る手順を
指導。38度の猛暑でポタポタ汗の流れ落ちるも、老
若男女の嬉しそうな顔。「謝、謝」の言葉を聞いて暑
さを忘れる、文化交流の意義の深さを感じました。 
　人と人、国と国の守る
べきルールとマナー等、
色々な知識を学び教えら
れ、平和で素晴らしい人
生を大切にしたいと夢ふ
くらむ思いです。 

善
意
の
花 

善
意
の
花 

○
西
荒
屋
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
様
よ
り
、
内
灘
町

に
ス
ー
パ
ー
キ
ン
グ

テ
ン
ト
二
張
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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向 粟 崎 保 育 所 緑 台 保 育 所
鶴 ヶ 丘 保 育 所
向 陽 台 保 育 園

鶴ヶ丘東保育所
大 根 布 保 育 所
宮 坂 保 育 所
北 部 保 育 所

8月22日（水） 8月23日（木） 8月24日（金）

問い合わせ先　町民生活課　☎286－6701

新聞・雑誌・ダンボールなどの
持込収集 午前7：30～9：00（時間厳守・雨天決行）

ごみ収集カレンダー
1.もえるごみ
毎週月・木曜日（ただし、祝日・振替休日は休み。）

2.もえないごみと資源物

収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎 2 ・ 5 丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

西 荒 屋

室

湖　　　　　　　西

もえないごみ（埋立ごみ） 資源物（リサイクルできるもの）

12

〃

〃

〃

14

〃

〃

7

14

7

〃

〃

〃

5

〃

〃

〃

〃

〃

21
19：00～20：00

〃

〃

21
19：30～20：30

20
19：00～20：00

20
20：00～21：00

20
19：00～20：00

20
18：00～19：00

28
6：30～7：30

27
19：00～20：00

〃

23
8：00～9：00

28
8：00～9：00

28
19：00～20：00

28
18：30～19：30

28
19：00～20：00

28
19：00～20：00

28
18：00～19：00

28
11：00～12：00

9月

8

〃

〃

〃

10

〃

〃

3

10

3

〃

〃

〃

1

〃

〃

〃

〃

〃

8月 9月
17

19：00～20：00

〃

〃

17
19：30～20：30

16
19：00～20：00

16
20：00～21：00

16
19：00～20：00

16
18：00～19：00

24
6：30～7：30

23
19：00～20：00

〃

19
8：00～9：00

24
8：00～9：00

24
19：00～20：00

24
18：30～19：30

24
19：00～20：00

24
19：00～20：00

24
18：00～19：00

24
11：00～12：00

8月

 スプレー缶も分別収集しています。 
中身を使い切り、穴をあけて町会のリサイクルへ
出してください。 

8～9月の休日当番医
診療時間　9時～17時30分

日付 病 院 名 住　　　所 T E L

8/12
（日）

8/19
（日）

8/26
（日）

9/2
（日）

9/9
（日）

田中医院（耳鼻咽喉） 内灘町向陽台2丁目224 237-6923

一林医院（内・小） 津幡町庄ウ3 289-2002

村田医院（内・小） 内灘町鶴ヶ丘2丁目8-15 286-0300

山崎外科胃腸科医院 津幡町加賀爪リ20 289-2288

舘小児科クリニック 内灘町大根布7-65 286-1231

上島産婦人科医院（産婦･内）津幡町清水ア25 289-2233

カセノ内科医院 七塚町木津ニ140-4 285-0008

山田耳鼻咽喉科医院 津幡町津幡ロ5-10 288-2084

中田内科病院 宇ノ気町内日角6丁目35-1 283-1121

元谷医院（外・内） 高松町高松ム68 281-0691

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞などで確認してください。

1,688
455
428
819
1,197
761
1,625
1,026
719
1,581
517
419
364
424
548
256
74

12,901
12

1,792
532
455
881
1,214
791
1,701
1,109
744
1,611
505
687
363
459
557
287
77

13,765
42

3,480
987
883
1,700
2,411
1,552
3,326
2,135
1,463
3,192
1,022
1,106
727
883
1,105
543
151

26,666
54

1,131
352
314
602
750
513
1,102
719
525
1,038
482
627
260
252
310
154
46

9,177
19

内灘町字別人口世帯数 平成13年6月末

向 粟 崎
ア カ シ ア
旭 ケ 丘
緑 台
千 鳥 台
向 陽 台
鶴 ケ 丘 東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大 根 布
大 清 台
大 学
ハ マ ナ ス
宮 坂
西 荒 屋

室
湖 西

計
前 月 増 減

区　分
人　　　　口

男 女 総 数
世帯数

発　行
内灘町総務部総務課（毎月５日発行）
〒920-0292  石川県河北郡内灘町字大学1丁目2番地1
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◆
広
報
う
ち
な
だ
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
り
、
は
や

四
ヶ
月
。
反
響
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
広
報
掲
載
写
真
を
欲
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
こ
と
。
自
分
が
撮
影
し
た
写
真

を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
。
さ
ら
に
は
欲
し
が
っ
て
く
れ
る
。
こ
の

上
も
な
い
喜
び
で
し
た
。
◆
こ
れ
ま
で
も
、

凧
の
祭
典
、
町
民
体
育
祭
な
ど
、
多
く
の
人

が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
枚
で
も
多
く
、
一
人
で
も
多
く
の
人
、

そ
し
て
表
情
を
掲
載
し
た
い
。
そ
の
思
い
か

ら
撮
影
に
励
ん
で
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
出
来
上
が
っ
て
く
る
写
真
に
出
る
の
は

た
め
息
ば
か
り
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
が
必
要
で

す
。
◆
こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
見
て
楽
し
く
、

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
を
作
成
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
叱
咤
激
励
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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